
令和時代の高岡



近年の高岡の動き



新しい時代
万葉のふるさとづくりの展開

１ 令和時代の幕開けと万葉歴史館

２ 文化創造都市を
オンラインで実現

高岡万葉まつり 朗唱の会高校生万葉短歌バトル クラフト市場街 #市場街ＴＶ

新元号発表で満員御礼
来館者２．８倍に！

万葉歴史館展示室リニューアル
R3.4月プレオープン予定



２つの日本遺産 ➀町民文化～人・技・心

②北前船寄港地・船主集落

重要文化財 よみがえる勝興寺
平成の大修理・完了間近！ ふるこはんフェスONLINE

文化資源の
修復と利活用へ

全国城下町シンポジウム

北前船がもたらした宝を
ふるさと納税返礼品のパッケージに

海の学校



歴史まちなみの新展開～金屋町・山町筋～

高岡の食材を生かした
料理店等続々！

「茶寮 和香（にこか）」
H27.10月オープン

「Latticework BREWING Tap House」
H30.9月オープン

「旬菜 和輝（わこう）」
H31.1月オープン

「お食事処 ゆづら」
R2.3月オープン

金屋町

「山町ヴァレー」
山町筋の町家をリノベーション

「旧富山銀行本店」
赤レンガ建物を利活用に向け検討

山町筋

「さまのこハウス」
地域住民による
移住体験ハウス「鋳物師町交流館」が完成！



三つめの重伝建地区
～吉久地区の選定へ～

山町筋 金屋町

吉久地区
藩政時代は、年貢米を納める加賀
藩最大の御蔵があり、米の流通・
備蓄拠点として発展。明治以降は、
「米商」と呼ばれる有力町民が米穀売
買等で成功を収めた。放生津往来沿
いには、江戸後期から昭和30年代に
かけて建てられた町家が残る。

３つ以上の重伝建地区を有する
自治体は全国でも４つのみ！
（高岡、京都、金沢、萩）

歴史・文化の継承へ



交通ネットワーク
和倉

高山

北陸新幹線
Ｒ４年度

敦賀開業
Ｒ12年度
大阪まで全線整備新高岡駅

飛越能の玄関口

飛

越

能

高速バス高山―高岡線(R2.8開通)

～ 広域交流 ・ 観光振興 ～

世界遺産バス

白川郷

速達タイプ「かがやき」
新高岡―東京間２時間20分

広域観光の推進
○富山県西部地区観光協議会
（県西部6市連携）
・水と匠と観光ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ調査の実施
・首都圏での共同プロモーション
・JRｸﾞﾙｰﾌﾟと連携した広域周遊商品造成

○飛越能経済観光都市懇談会
・インバウンド向け観光ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの開設
・飛越能周遊ロードマップの作成

・飛越能ﾕﾈｽｺ5大祭連携事業
（祭常設展示館周遊ﾁｹｯﾄの作成）

特急バス
わくライナー

国宝「瑞龍寺」

ユネスコ無形文化遺産
「高岡御車山」

和倉温泉

飛騨高山



新たな日常の実現へ向けて
～新型コロナウイルスへの対応～

まずは市役所が実践

○新たな日常の実現

DX

医療提供体制
の拡充

○応急体制

発熱外来の拡充、人工心肺（エクモ）配備

インフルエンザ助成

○予防対策

子供と高齢者が対象

キャッシュレス

約25億円の経済効果

○経済対策

キャッシュレス



これからの高岡



財政健全化緊急プログラム【取り組み内容の概要】(令和元年度決算・令和２年度予算ベース）

2018（H30）年度から2022年度まで【５カ年】

(1)投資的経費の抑制（目標額：公債費で△３億円）

(2)公債費の平準化（目標額：△７億円）

(3)公共（的）施設管理コストの縮減 （目標額：△６億円）

【実施期間】

(4)事務事業の見直し（目標額：△１５億円）

(5)総人件費の圧縮（目標額：△５億円）

(6)歳入の確保（目標額：＋４億円）

収支均衡した財政構造（2023年度当初予算編成時までに構造的な約40億円の歳出超過の解消）【目標】

2018年度
（H30）

2019年度
（R1）

2020年度
（R2）

2021年度
（R3）

2022年度
（R4）

決算 決算見込 年度末見込

歳入面、歳出面における
5年平均8億円の改善

（改善分）

財源対策分

収支均衡の財政構造

27.1
億円

11.1
億円

13.2
億円

6.0
億円

12.0
億円

2023年度～
（R5～）

約40億円の
歳出超過

17.2
億円

当初予算編成時点では財源対策として

16.0億円を見込んでいたが、年度末時点で

は4.0億円圧縮され12.0億円となることが見

込まれる。



～公共施設再編の取り組み～

今後の人口減少、施設の老朽化、これらに伴う更新コストや維持管理コストを
考慮すると、将来を見通して、施設の総量適正化を図ることは不可欠。
そのため施設機能の整理・統合を図りながら、再編を進めていくことが必要。
公共施設再編計画により、計画的・体系的な取り組みを進めている。

【公共施設再編計画（H30.3策定）】
＜目的＞公共施設の総延床面積を2035年度までに15％削減するという目標のもと、個々

の施設の集約化、譲渡、廃止など、今後の方向性を示した。
＜計画期間＞ 2018年度～2035年度 （18年間）
＜対象施設＞ 本市が保有する公共建築物 （373施設、661,714.61㎡）

【これまでの取組み】
・再編を進めるにあたり、地域住民や関係団体に積極的に説明する機会を設け、
十分なご議論、ご理解いただきながら取り組んでいる。
＜主な再編実績＞
◆能町保育園の民営化（H30.4）
◆長生寮の民営化（H31.4）
◆ストックヤードの集約化（R2.4）
◆だいごデイサービスセンターの民営化（R2.4）
◆集会所及び防雪センターの譲与（R2.4） 等

＜進捗及び削減効果＞
○短期計画（～Ｒ４）進捗率（Ｒ１末現在） 約６５％
○施設更新費用の削減額（Ｒ１末現在） ４３．７億円

＜今後の取組＞
二上まなび交流館など



市民創造都市に向けて～第3次総合計画の推進～



第２期高岡市総合戦略

「みらい・たかおか」（令和２～６年度）

次の時代を担う

戦略のテーマは、

未来を拓く子ども、挑戦する若者、きらめくまち

「みらい・たかおか」は、人口減少の克服と、人口減少下でも市民が安心して快適に
暮らせる活力ある地域社会の維持を目的とした５年間のプロジェクトです。

＜目標＞2060年に125,000人

「ひと」の創生
を基盤に、

「ひと」と「まち」と「しごと」の好循環を促し、
人口減少の時代にあっても

元気なまち高岡を目指しています。



 

コンパクト＆ネットワークのまちづくり

目指す都市構造
『コンパクト&ネットワーク』

平成３０年12月に策定

（１）都市計画マスタープラン
・全体構想、地域別構想、実現化方策
・旧高岡市、旧福岡町の計画を１本化

（２）立地適正化計画
・基本的な方針（ターゲット、ストーリー）
・居住・都市機能の誘導区域・施設・施策

都心エリア・都心軸

都心エリア・都心軸



都市機能の集約とコンパクトシティ ～まちづくり①～

末広西地区再開発
レーベン高岡 Mid Rise Tower
地上16階、全98戸（H31.3月完成）

高岡駅前東地区
複合ビル Ｓｏｒａｅ高岡
看護専門学校、医師会、店舗など
（H29.3月完成）

富山銀行
（R1.11月オープン）
地上8階、新本部・本店

駅前東自転車駐車場
766台駐輪可
（H30.3月完成）

交流広場
（R1.11月供用開始）

高岡駅前東地区再開発
マンション 地上19階 全89戸
（R5完成予定）

アパシティ構想
マンション 地上15階 130戸
（R2.9月完成）

ホテル 地上11階 373室
（R2.3月完成）

ルートイン高岡
（H29.3月オープン）



「セリオタウン」と中心市街地活性化 ～まちづくり②～

わくわくメルヘンランド
「夏の親子でﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ2020」

「まちなか手ぶらでｷｬﾝﾌﾟ」

オタヤ子ども広場がｵｰﾌﾟﾝ！ ＺＩＢＡがオープン！

Takaoka e Park オープン！

○「セリオタウン」構想 (オタヤ開発株式会社)

⇒3ヶ年計画で空きフロアの充足に向け取り組む

○中心市街地に生まれた貴重な空間 ⇒積極的に活用
⇒公益的機能＝子育て支援機能、ビジネス・文化・交流機能の導入

令和２年４月 ｅスポーツ拠点施設オープン
６月 オタヤ子ども広場の開設（土日・祝日）
７月 御旅屋セリオ・マルチスペースの開設
１０月 地場産業センターの移転

県消費生活センターの移転（年内）



セリオを核としたまちなかの動き

たかおか朝市 たかおか地場産品マルシェリノベーション

あそびとビル

まちなかのゲストハウス

クラウドファンディング
を活用

Travelers' house 
ROOTs

御旅屋賑わい創出事業

御旅屋ＶＲの制作・公開等

古地図にて史跡を回る
デジタルスタンプラリーの制作・実施

ローカル５Ｇ及びWi-Fiの整備



交通ネットワーク 道路ネットワーク

～ネットワークの強化～

京田アンダーパス化

慢性的な
渋滞を解消！

至高岡ＩＣ

（主）高岡環状線
8号線

道の駅
万葉の里高岡

高岡IC～高岡環状線へ
国道８号を越える六家立体が事業化！

下伏間江福田線立体化

完成イメージ

福岡

中田

牧野

北陸新幹線

あいの風とやま鉄道

万葉線

JR城端線

JR氷見線

戸出

新高岡

高 岡

伏木

鉄軌道・地域間バス

骨格的公共交通
の維持

城端線・氷見線の

LRT化の検討

持続可能な
公共交通体系
の構築

地域バス・タクシー

市民協働型
交通システム
による補完

路線バス



○企業立地の促進について
・新産業団地「ICパーク高岡（16ha）」分譲中
９区画中８区画を分譲（全体面積の約78%：R2.10.19時点）
・大滝工業団地分譲完了
・企業立地への支援

○ものづくり研究拠点の形成支援について
・東亞合成㈱「高岡創造ラボ」完成：瞬間接着剤等の技術開発機能の拡充
・紙・プラスチックの融合素材生産工場、高機能セルロースナノファイバーパイロットプラント
建設などへの支援
・一般社団法人富山水素エネルギー促進協議会の活動に参加

北陸自動車道 高岡・砺波ＳＩＣ

～魅力あるしごとづくり①～
産業基盤の整備、企業誘致の強化

北陸自動車道 高岡・砺波ＳＩＣに近接して

産業団地ICパーク高岡を分譲中



～魅力あるしごとづくり②～
地域産業の振興

高岡新産業創造プラットフォームの
推進

ＺＩＢＡ

オンラインを活用した
企業の取り組み支援

「高岡漆器」全国漆器展で
内閣総理大臣賞を受賞

（北日本新聞より）

コロナ禍においてもがんばる
地域企業を支援

補助金名 補助件数

新分野開拓チャレンジ
事業補助金

17件

シフト「新しい生活様式」
支援補助金

23件

計 40件

・創業や事業承継に取り組む事業者への支援
・地域資源の活用、新技術・新商品開発、販路開拓
の推進
・海外への地場産品の販路開拓への支援

・産業支援機関（高岡商工会議所等）や金融機関と
の連携強化
・産業観光に取り組む事業者への支援

・スタジオ機能「ST@ＺＩＢＡ」を新設



～子ども・子育ての ひとづくり①～

〇 高岡ならではの小中一貫教育の推進
・市内全ての小・中・義務教育学校において小中一貫教育がスタート、９年間の学びを連続して支援
・県内初の義務教育学校 国吉義務教育学校を設置(令和2年4月1日)

子どもたちの連続した成長を切れ目なく支援します

〇「今後10年を見据えた高岡市における小中学校の配置について」決定（R2年2月）

国吉義務教育学校(Ｒ２)

小･中学校併設(Ｒ９)

中田小・中学校併設
(Ｒ９準備着手)

伏木・古府・太田小統合及び
小･中学校併設(Ｒ10)

千鳥丘小（３校）統合(Ｒ６)

石堤・東五位小統合(Ｒ２)

小･中学校併設(Ｒ８)

平米・定塚小統合(Ｒ４)

横田・川原・西条小統合(Ｒ６)

〇 ＩＣＴ教育の推進
・学習専用端末を一人一台配備
・教員用デジタル教科書を配備
・全普通教室に大型ディスプレイを配備
・全市立学校に遠隔会議システムを配備
・慶應義塾大学ＳＦＣ研究所と連携し、遠隔授業を市内全中学校
12校で実施（R1.11～）、ＩＣＴ連携協定を締結（R2.6～）



～子ども・子育て世代の ひとづくり②～

第２期子ども・子育て支援事業計画（R2～R6）

基本目標Ⅰ 子ども・子育ちへの支援体制づくり H27 R2
・教育・保育サービスの一体的な提供の推進・・・認定こども園 ４施設➡19施設
・多様な教育・保育サービスの充実・・・・・・・・・・病児保育施設 １施設➡３施設

基本目標Ⅱ 子育て家庭・親育ちへの支援体制づくり H27 R2
・子育て相談・交流の場の充実・・・・・・・・・子育て支援センター ２施設➡３施設

基本目標Ⅲ 社会全体で子育てを支援する環境づくり H27 R2
・地域と連携した放課後児童クラブの充実・・・・・入所児童数 1,166名➡1,249名

基本目標Ⅳ 親子の健康づくり
・保健師等の妊産婦訪問、乳児家庭全戸訪問・産後ケア

基本目標Ⅴ すべての子どもの権利を守る体制づくり
・障がいをもつ子どもの発達・自立支援体制の充実

子育て支援センター(市内３か所)

【基本理念】 すべての子どもと子育て家庭に、愛情と喜びがあふれるまちの実現



向翔一郎選手 東京2020オリパラ柔道男子90キロ級代表に決定！

バドミントン日本代表ジュニア
代表（U-16）合宿

高岡で開催！

強化合宿で練習に取り組む
廣上瑠依選手（右）

バドU-19ジュニアナショナル
チーム強化合宿

高岡で開催！

2021年のオリ・パラ関連イベント
5月26日（水）2021チャレンジデー
6月2日（水）聖火リレー【高岡市】
7月（予定） ポーランドレスリング合宿
7月23日（金）～8月8日（日） 東京オリンピック
8月24日（火）～9月5日（日） 東京パラリンピック

スポーツと地域活力 ～ひとづくり③～



～とやま呉西圏域～
（高岡・射水・氷見・砺波・小矢部・南砺）

R２事業数 ３３事業

ア 圏域全体の経済成長のけん引

ウ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

イ 高次の都市機能の集積・強化

第１期(H28～R2)主な取組・成果 第２期(R3～R7)新たな取組

Ⓝ歴史文化の学び交流事業

Ⓝ ＩＣＴ教育環境に関する調査・研究

より暮らしやすい呉西圏域の形成

住民サービスの向上 圏域の一体感を醸成

第１期事業の評価検証を踏まえ
事業を整理し、内容を精査しながら
事業を継続。さらに、R3は新たに下
記事業の実施に向けて検討中。

呉西地区成年後見センター

とやま呉西圏域共創ビジネス研究所
ひと・強み・つながり、の

基本方針のうち、
～「つながり」の深化による

好循環の実現～
の分野を強化

子ども福祉支援相互連携

べるもんたおもてなし事業



第4次基本計画の策定について

「都市の強み」 「まちの魅力」

それを活かす「ひとの力」



26


